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平成２０年 事業計画 

 

 

基本方針 
 

 数学検定を普及するとともに生涯学習の発展に寄与し公益に資する。 
 

生涯学習が教育基本法の理念として盛り込まれた。そしてこの度、公益法人

制度改革関連三法が成立、いよいよ法人格を変更する局面を迎えることとなり、

政府主導の民営化の流れも加味しながら事業計画を組む必要性が出てきた。こ

のような状況下ではとかく事業の推進に一貫性を欠く恐れがある。そこで、今

期の事業計画は主要ないくつかの事業について、平成１９年、２０年の２ヵ年

に渡る計画となっている。平成２０年１２月１日施行の政令第２７５号、同２

７６号、同２７７号に対応する法人改革を前に、より安定的な事業推進を図る

こととした。 

 「知の財産を貯めよう」というスローガンのもと、平成１９の「数検」受検

予定者数を３５万人に下方修正するとともに、平成２０年の総受検者数を４０

万人に設定、「数検グランプリ表彰」を中核においた「数検」普及活動を推進し

生涯学習時代の到来に呼応する事業展開を行う。 

 そのために、「知の財産」を活用できる社会環境を整えながら、「知の貯蓄」

と「知の活用」のバランス市場を創出する。「数検」１級・準１級・２級・準２

級に合格しその活用を図るべく「数学コーチャー」への道を拓いたが、今後は

彼らの実質的な活躍の場を生み出していく必要がある。平成２０年は３級合格

者に対し「知のパスポート」を配布する計画である。そして、法人改革後の事

業展開を大きく飛躍させるために、他の資格検定団体との調和をとりながらさ

らなる検定事業の充実を図る。 

 国内においては内閣府令第６８号、同６９号に基づく公益財団法人国際表彰

機構の設立申請、アメリカにおいては NGO の陣容を固め、ニューヨークを起点

とした国際対応をより充実し国内外とリンクした国際表彰機構を設立する。 

 基礎数学の数学学習書を発行、「数検」情報誌 MathMath の充実を図る。ま

た、わが国の数学の学習環境を充実させるために、学士力の目安となる大学標

準テストならびに大学入学前学習ソフトを開発その普及を図るとともに、中学

生、高校生の数学甲子園を立ち上げ数学の団体戦を企画する。 

 

 



Ⅰ 講習会運営公益事業 

 この事業の公益性は、数学を生涯学習として構築するための社会背景を創る
ために、数学の学習という観点から、数学の指導者をはじめわが国のあらゆる
人たちを対象として、高度技術を支える知的基盤としての数学について、広く
全国各地で講習会を実施するという点にある。 
 

１．数学学習講習会 
「輝く算数・数学講習会」が活況を呈している。平成２０年もこれを一層推

進する計画である。そのために、テキストを充実させ「数学コーチャー」の応

援を仰ぎながら学習指導の専門性を活かした講習会を開催する。 

  日  程 予定受講者数  場  所   内  容 

１月１３日（土） 

 １月２６日（土） 

 ２月 ９日（土） 

 ３月１５日（土） 

３月２９日（土） 

 ４月 ５日（土） 

７月 ５日（土） 

 ７月１９日（土） 

７月２６日（土） 

 ８月 ２日（土） 

８月 ３日（日） 

 ８月２７日（水） 

８月３０日（土） 

９月１３日（土） 

９月２０日（土） 

１０月 ４日（土） 

１０月１１日（土） 

１０月１２日（日） 

１１月２２日（土） 

１２月 ６日（土） 

  ６０人 

  ８０人 

  ８０人 

  ６０人 

  ６０人 

  ６０人 

  ４０人 

  ４０人 

  ６０人 

 １００人 

 １００人 

  ６０人 

  ６０人 

  ６０人 

  ６０人 

  ６０人 

  ６０人 

  ６０人 

  ８０人 

  ８０人 

東京港区 

 東京葛飾区 

  同上 

 千葉市 

 静岡市 

 大阪市 

 東京葛飾区 

  同上 

 東久留米市 

 東京葛飾区 

  同上 

 岡山市 

 東京江戸川区 

 名古屋市 

 東京文京区 

 横浜市 

 郡山市 

  同上 

 東京葛飾区 

  同上 

輝く算・数講習会 

数学と安全 

  同 上 

輝く算・数講習会 

  同 上 

  同 上 

数学と安全 

輝く算・数講習会 

  同 上 

  同 上 

  同 上 

  同 上 

  同 上 

  同 上 

  同 上 

  同 上 

  同 上 

  同 上 

  同 上 

  同 上 

 

 ここ２年間「輝く算数・数学講習会」の参加人数は増加の一途を辿っている

ので、平成２０年も同様のかたちで講習会を開催する予定である。 

 

 



２．数学講演会 
 子どもの身近な教育者である母親そして学校の先生方を対象に、生涯学習の

観点から数学講演会を行う。平成２０年の開催予定は次の通り。 

  日  程 予定受講者数   場  所  内  容 

３月１５日（土） 

３月２９日（土） 

８月２，３日 

  １００人 

  １００人 

  １５０人 

 千葉市 

 静岡市 

 葛飾区 

算数から数学へ 

  同 上 

 数学と社会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ 検定公益事業 

 この事業の公益性は、殆どの国民が学んでいる数学という学科で、学習指標
としての検定を全国津々浦々で実施しているので、年齢を問わずありとあらゆ
る人たちが自由に参加し、学習成果を評価・表彰する生涯学習の場を提供でき
るという点にある。 
 

１．数学検定の実施 
 平成２０年の年間総受検者数は４０万人を予定する。学校はもとより全国

津々浦々に検定会場を設け、だれもが自由に参加しやすい「数検」を目指し、

生涯学習の指標として数学検定を実施する。特に、平成２０年は母親をはじめ

女性の方々を中心に親子で受けやすい環境を整える。 

 「数検」財団は「知のパスポート」としての「数検」の確立に向けて、生涯

学習の一層の発展に努める。検定日程等の予定は次の通り。 

検定日 受付期間 検定階級 予定受検者数 備 考 

１月１９日 

２月１６日 

３月 ８日 

４月１３日 

 ６月 ６日 

 ６月２１日 

 ６月２８日 

  ７月 ５日 

 ７月 ６日 

 ７月１２日 

８月２３日 

１０月 ４日 

１０月１１日 

１０月２５日 

１１月 ８日 

１１月 ９日 

１１月１５日 

１２月 ６日 

１２月１３日 

12/1~12/26 

1/7~1/23 

1/28~2/15 

2/1~3/13 

4/21~5/21 

5/6~5/28 

5/6~5/28 

6/2~6/16 

6/4~6/16 

6/4~6/16 

7/1~8/7 

8/25~9/16 

9/1~9/18 

9/1１~9/18 

9/29~10/14 

9/1~10/6 

10/6~10/22 

10/27~11/13 

11/4~11/13b 

2 級～８級 

準１級～８級 

２級～８級 

１級～８級 

２級～８級 

準１級～８級 

２級～８級 

  同 

準１級～８級 

２級～８級 

準１級～８級 

  同 

準１級～８級 

準１級～８級 

準１級～８級 

１級～８級 

準１級～８級 

同 

同 

２００００人 

２５０００ 

２５０００ 

１５０００ 

１００００ 

２００００ 

２００００ 

２５０００ 

２５０００ 

３００００ 

２５０００ 

１５０００ 

２００００ 

２００００ 

２００００ 

２００００ 

３００００ 

２００００ 

１５０００ 

団体受検 

 同 

 同 

個人・団体 

１次検定 

団体受検 

 同 

 同 

個人・団体 

団体受検 

団体受検 

 同 

 同 

 同 

団体受検 

個人・団体 

団体受検 

 同 

 同 

平成２０年は上記の受検予定者数の１０％増加を期待するものである。 

 島嶼部の学校や養護学校等の生徒に対する受検環境や親子で受検し易い環境

を整えながら広く全国津々浦々で数学の生涯学習が進展するように図る。 



２．技能度の顕彰及びその証明書の発行 
 数学の採点評価の難しさがクローズアップしてくる。それは、表現力の重要

性が再認識されるなか、各種の試験が記述式になる道筋で解決しなければなら

ない問題であるから。早くにこれらの対応力をつけてきた「数検」のリードは

揺るぎないものになっている。 

教育改革の行き着く先は、学生・生徒の学力、学校・家庭の指導力、社会・

企業の競争力を高めることにある。平成時代にして漸く教育基本法が改定され

その中に生涯学習の理念が盛り込まれた。そして、中央教育審議会から学士力

の基準が示されその中にも生涯学習への姿勢が示されることとなった。 

このような動きを予測して平成１８年、１９年と「数学コーチャー」を輩出 

してきたが、２０年はそれを倍増し１００人を養成、次代の要請に応えていく。

その証明書として、「知のパスポート」「Intellectual Passport」を配布する予定

であるが、プロ A 級、B 級の人は元より３級合格者にもこれを発行、合格者の

５％程度の人たちが取得することを期待する。そこで、３級合格者には「数検」

ばかりでなく様々な検定、資格の合格者がいるので、これら全体の取り扱いが

可能なシステムを開発しておくこととした。 

 生涯学習時代の到来で多くの学習者が誘発されると思われるが、これらの学

習成果を顕彰、それを「知の財産」として蓄積し、学習者の生涯にわたる財産

として活用できるかたちで具体化する計画である。 

 大学では学生の獲得競争をはじめ学生の質の低下等の問題が噴出してくる。

そこで、数検財団では大学入学前ソフトの開発や大学生標準テストの可能性を

探ることとした。また、小学校段階にはゲームを通して算数・数学の面白さを

分かってもらうためにゲームソフト用コンテンツの提供を行う。 

 一方、高校については大学進学に影響されて生徒間学力の二極化が顕著にな

るので、「数検」対策学習がいかに進学にも有利に働くかを高校現場に示してい

く計画である。 

 「数検」の事業推進グループでは生涯学習の進展の鍵は学習者の学習成果を

顕彰・表彰するところにあるものとの認識の下、学校を初めとした教育機関を

多く訪問することを兼ねて極力現地表彰を行いながら、地域全体の数学力向上

に結びつく活動をしていく。 

 また、企画開発グループでは「数検」の普及がよりワイドになるよう、ビジ

ネス数学検定の検討や国際数検の開発を積極的に行っていく。さらに、関孝和

三百年祭への協力ならびに ICME1１に参画する。 

 

 

 



Ⅲ 調査研究公益事業 

 この事業の公益性は、数学に関する生涯学習の調査研究を情報対応と国際対
応という観点から進め、研究成果を２１世紀の生涯学習社会に応用し、学習者
の多様な要求に応えながら生涯学習社会の一層の発展に貢献しようとする点に
ある。 
 

１．学習数学調査研究事業 
 教育基本法の改正によって齎される生涯学習は、法律的には新しいものであ

るから、これまでにない教育観や様々な学習方法を新たに取り込むことができ

る。例えば、大学生の標準的学力は教養レベルで偏差がこれまで以上に大きく

なるので、指導上に支障を来たす。そこで、大学生対象の学習ソフトの研究が

喫緊の課題となる。そこで、Web 上における学習システムの研究成果を入学前

学習ソフトとして具体化し大学をはじめ私立高校等に普及を図っていく計画で

ある。エルキューブ（ 3L ）の開発を完了、２０年はその２次利用に歩を進める。

それは、ペーパー学習材から Web 学習材への転用と位置づける。 

 平成２０年の学習市場の変化は驚くほど大きなものになる、正に激変という

に相応しいものとなることが予測される。「数検」もこれらの変化に対応すべく

ビジネス数学検定について研究してきたが、２０年にはその本格的普及を図る

計画である。 

 

２．「国際数検」調査研究事業 
 英語圏に対応した「国際数検」の普及に関する HP を開設、より広域的な Web

対応の「数検」コンテンツ配信システムを開発する。これに伴う、検定問題の

英語化を本格的に開発する計画である。また、国際表彰機構の実演実験として、

３カ国程度を対象にした国際表彰の実演を行う。そのために、「数学コーチャー」

のアメリカ研修の道を開く。一方、中国について「数学」から少しキョリを置

いた分野から普及の道筋を探るなど、広く世界を知るための海外研修を盛んに

する計画である。メキシコで行われる ICME－１２では出展を兼ねて、和算の

会のサポートと「数検」紹介の円描き大会を行う予定である。世界的には算数・

数学を周りの３人に教えよう運動を行っていく。 

 

３．数学文化を広げる調査研究事業 
 「数検」情報誌 MathMath を一新、数学文化の紹介にはさらに磨きをかけつ

つ、関孝和４００年を記念する行事に参画、これを広く紹介する計画である。 

 日本人のものづくりはチームプレーの強さにある。そこで、「数学」の団体戦

として数学甲子園を企画そのありようについて研究、１０校程度で試行する。 



 

Ⅳ 数学学習普及啓発公益事業 

 この事業の公益性は、不特定多数の人が参加できるイベントで、いくつかの
共通の課題やテーマを通して、子どもと大人が一緒になって楽しみ生涯学習の
実践と評価を受けながら普及啓発活動をしていく点にある。 
 

１．「まなびピア」等参加普及啓発事業 
 数学の生涯学習を推進するために、福島県での生涯学習フェステｲバルに出展

参加する。そして、地域の学校の先生方との懇談会、子どもとその親が一緒に

数学を楽しむ会を開催する予定である。また、「知の財産を貯めよう」の運動と

「数検」を「知のパスポート」としてイメージアップする活動に結び付けなが

ら普及啓発していく計画である。 

 

２．祝典等開催事業 
 実用数学技能検定「数検」グランプリ表彰式典を３月に開催する。９月には

式典を開催することなく、「数検」グランプリ奨励賞の授賞を積極的に行う計画

である。生涯学習を盛り上げるために表彰は有効な手段であり、知の財産 EV

を付与するタイミングとして恰好の場となる。 

平成２０年には ICME-1２への出展を利用してメキシコで「円描き大会」を

開催する。 

 平成２０年は「数検」２０周年の年となる。これを機に、「数検」の存在を内

外に広く知らしめることをはじめ、関係者のこれまでの功労に対し記念となる

取り組みを計画する。 

 

３．生涯学習啓発事業 
 生涯学習の理念が教育基本法に明示された。２０年はその大いなる振興が求

められるところである。「数検」会員との交流を通して、会員情報交換の掲示板

を改良し、一般に広く開放されたネット会議システムを構成する計画である。 

 数学コーチャーの学習指導実践の場として、文部科学省の推進する学習コー

デｲネーターに協力する。また、コーチャーの資質に応じた「ドクター」（仮称）

資格付与の可能性を探る。 

 「「数検」に受かってどうなるの」の根本的疑問に応えるべく「知のパスポー

ト」付与を検討、これを「数学コーチャー」から普及し始めたが、３級合格者

に対してもこれを発行する。３級合格者の「知のパスポート」には、他の学習

成果を記入し、知の蓄積量が分かるようになっている。このような取り組みが

生涯学習の啓発に最大の効果を生むことを期待するものである。 



 

Ⅴ 出版物及び情報提供公益事業 

 この事業の公益性は、数学の学習者はもとより広く一般の人たちに、学取材
や情報誌あるいはネットを用いて学習情報を提供したり、学習経験者の様々な
声を、新たな学習活動を起こそうとする人たちに届けて、生涯学習の輪を広げ
ていこうとする点にある。 
 

１．出版物発行事業 
 「Math Math」ならびに通信学習（ 3L ）が完成の域に至った。これらの出版

物を発行することで、新たな数学の生涯学習者を掘り起こし、学習者の質問に

答えるなどして生涯学習者の輪を広げる。「世界の基礎数学」という学習書１０

巻程度を逐次発行していく。２０年は当面そのうちの３巻を発行する。 

 

２．情報提供事業 
 「数検」情報誌 Jma を３５万部程度発行、学校等の教育機関を通してこれら

を配布する。「数検」受検者の声を地域社会に届け、新たな学習の輪を広げてい

く予定である。また、「知の財産」に関する情報を印刷物やネット上で広く地域

社会に提供する。 

 青森発のＨＰで地域情報を発信する取り組みも軌道に乗った。２０年にはニ

ューヨークからＨＰを開設する計画である。 

 

Ⅵ その他の公益事業（関係諸団体との交流事業） 

 この事業の公益性は、知識層との交流を通して、数学の生涯学習とは何か、
数学の学習とは何か、などの疑問に答えながら、生涯学習の概念を拡張してい
く点にある。 
 

１．数学関係諸団体との交流事業 
 東京、大阪、北海道など全国の数学教育研究会等に積極的に参加し、理数の

生涯学習の輪を広げる。また、海外の団体とも多く交流の機会を持つ。メキシ

コの ICME-1２では日本の理数に関する生涯学習を紹介する計画である。 

 

２．企業等民間諸団体との交流事業 
 ビジネス数学検定を核とした企業との交流が観えて来た。世界の知的競争が

数理的に展開していることに多くの企業が気づき始めている。ビジネス関連の

講座を持つ大学との協力関係を模索する。 

 


